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事業 事業
事業名 一般国道４７７号 四日市湯の山道路（延伸） 区分 一般国道 主体 三重県

よ っ か い ち ゆ の や ま ど う ろ （ え ん し ん ）

起終点 自：三重県三重郡菰野町潤田 延長
み え こ も の う る た

至：三重県度会郡菰野町音羽 １．９km
み え こ も の お と わ

事業概要
国道４７７号は、三重県四日市市を起点とし、滋賀県、京都府を経て大阪府池田市へ至る２０２ｋｍの
幹線道路で、県内では菰野町と四日市市を連絡し、地域の東西軸を構成する道路です。

、 、三重県北勢地域においては 第二名神高速道路や東海環状自動車道などの高速道路網の整備が進むなか
当路線は、第二名神高速道路、東名阪自動車道の２つの高速道路と四日市の市街地を結び新たな広域ネッ
トワークの構築をはかります。
四日市湯の山道路「延伸工区」は、バイパスとして現在事業化されている９ｋｍの区間のうち、国道３
０６号から菰野ＩＣ（仮称）までの１．９ｋｍの区間です。
当該工区の整備により、第二名神高速道路の菰野ＩＣ（仮称）と接続することから北勢地域の道路利用
者の利便性の向上、産業の生産性の向上をはかるとともに、社会生活圏の拡大をはかり、地域の発展に大
きく寄与するものと期待されています。

Ｈ１２年度事業化 Ｈ６年度都市計画決定 用地未着手 工事未着手
全体事業費 約７０億円 事業進捗率 １％ 供用済延長 ０km
計画交通量 １１，５８８ 台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年
分析結果 ５１億円 ３７１億円 平成１６年

億円 走行時間短縮便益：３４７億円７．３ 事 業 費： ４９
億円 走行費用減少便益： １８億円維持管理費： ２

交通事故減少便益： ５億円
事業の効果等
・物流効率化の支援…特定重要港湾四日市港へのアクセスが見込まれる。
・個性ある地域の形成…主要な観光地へのアクセス 他５項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
四日市インターアクセス道路整備促進期成同盟会（構成：四日市市、菰野町 、国道４７７号（四日市）
～竜王間）整備促進期成同盟会（構成：四日市市、菰野町、他滋賀県沿道市町村）が結成されており、事
業促進が強く望まれている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
当事業と併走、接続するため、事業調整が必要な第二名神高速道路の状況は、高速道路整備について、
平成１３年度から建設見直し議論があるなか未着手の状況である。
事業の進捗状況、残事業の内容等
本年度末で事業進捗１％であり基礎調査を実施中。今後も第二名神と整合させながら着工に向けた調査
の必要がある。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
第二名神高速道路の事業遅延に伴う影響。現在、今後の高速道路整備手法が整理されつつあり、また、
平成１６年６月には暫定２車線から暫定４車線の位置づけとなったことなどから、着工に向けた環境が整
いつつある。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図


